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1．は じ　 に

　 近年、短時間の 局所的な豪雨や これ に伴 う河川の

増水 による被害が 各地 で発生するな ど、大雨 によ る

災害に関心 が 高ま っ て い る。従来降雨強度（R）の 空

間的な分布は、気象 レーダー
で 観測 され る雨滴か ら

の 反射因子（Z）か らい わゆる Z −R 関係式 を用い て 推

定され て い る。こ の 手法は長 期間 の 統計を取る場合

には有効で あるが短時間 の 推定には誤差が大きい こ

とが知 られ て い る。こ の ため気 象庁 で は地 上 の ア メ

ダス に よる観測 によ る補正 を行 っ て い るが 、観測高

度が異 な る こ と な ど に よ り必ず し も 正 し く補正 で き

て い な い 。

　降雨強度は雨滴の粒径密度と落下速度が観測 で き

れば決定で きる 。 Kobayashi 　and 　Adachi （2005
JTech ）は 404MHz ウ ィ ン ドブ ロ フ ァ イ ラ

ー （以下

WP ） を用 い て雨 滴の粒径分布 と落下速度を推定す

る手法を提案した 。400MHz 帯 WP は欧米で は数多
く使わ れ て い る もの の 日本で は WINDAS を は じめ

1．3GHz 帯の WP が 主流 とな っ て い る 。 また最低観

測高度が 400MHz 　WP が 500m 程度以 上である の に

対 し、1．3GHz で は 100m 程 度 で あ る こ とか ら地上

測器 と の 比較が よ り精 度よ く行 え る 可能性 があ る 。

　雨滴粒径分布 をWP か ら抽出す る に は雨滴の 落下

速度だけでな く、大気の鉛直速度 を同時に 観測する
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　 第 1図　ドッ プ ラ
ー

ス ペ ク トル 密度 の シ ミ ュ レーシ ョ ン

　 （R・　10　mmfh ，　Cn2　＝　10・B 　m
・
勠 。　M −P分布 を仮定。
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必 要が あるが 、400MHz に 比 べ て 1．3GHz で は雨滴 弩

に対 して 大気か ら の 散 乱 信 号 は極 め て 弱 い （第 1　 a 。
・

図）。前回の 気象学会 で は 小野木 がWP の 感度 を高め 瓢
る こ と で 大気 と雨滴 の 同時観測の 可能性 を示唆 し 曇
た 。今回 は こ れ か ら粒径分布 を抽出 し、こ れ と地上 言

測器の 観測結果の 比較 を行 っ た。　　　　　　　　羃
　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 酔 o弖
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ー

ス ペ ク トル を第 2 図 に示 す 。図 の 横軸は ドッ

プラー速度を表 し、正 の 値は地 上 へ の 落下 を意 味す

る 。 こ の とき地上 で は雨量強度が 6mm ／h の やや 強
い 雨が観測された 。 第 1 図の シ ミ ュ レ

ー
シ ョ ンと同

様 に大 気と雨 か らの エ コ
ー

の ピ
ー

クが Om ／s付近 と

7m ／s にそ れぞれ見 られ る。静 止大 気に 対す る 雨 滴
の 落下速度 とそ の 直径の 関係は よ く知 られ て い る こ

とか ら（Gun 　and 　Kinzer，1949 」，　Meteor）、雨滴の

落下速度か ら大気 の 鉛直速度 を補正 し、Kobayashi
and 　Adachi （2eO5）の 手法を用 い て 雨滴の 粒径分布
の 推定 を行 っ た 。

躍
　推定 した粒径分布 を第 3 図 に示 す。図中 6mm ／h
に対応 した M −P分布と、WP に併設 した光学式ディ

ス ドロ メーター（（γITM −300）の 観測結果も併せ て 示

した。1．2mm 以下および 1．8mm 以上の 直径で はW
P の 150m とディ ス ドロ メ

ー
タ
ー

の Slope　par  
一

eter は 比 較的よ く
一

致 して い る 。こ れ に対 し て

1．2mrn − 1．8mm で は W 　P に比 べ て ディ ス ドロ メ
ー

ターの Slope　parameter は小 さい 傾向がある。こ の

違い は WP とディ ス ドロ メ
ー

タ
ー

の観測空間 と観測
時 間の違 い によ る もの と考え られ る 。
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　第 2 図　1．3GHz ウ ィ ン ドプ ロ フ ァ イ ラー
で 雨天時 に 観

　測 され た ドッ プ ラ ー
ス ペ ク トル密度 の 例 （2008 ．11．10

　 01：11JST ）、高 度 150m お よ び 570m （30 秒 間 平 均 ）。
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　 第 3図　ウ ィ ン ドプ ロ フ ァ イラ
ーお よ び地 上 の ディ ス ド

　 　ロ メ
ー

タ
ー

から求めた粒径分布。（デ ィ ス ドロ メータ は30
　 分平均、規格化）。M −P は R＝6mm ／h を仮定。
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